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主論文の要旨  
Histological Maturation of Vascular Smooth Muscle Cells in In Situ 
Tissue-Engineered Vasculature （生体吸収性ポリマーによる再生血管の血管
平滑筋の組織学的成熟度に関する研究）  
                   東京女子医科大学大学院   
外科系専攻心臓血管外科学分野  
 （指導：山崎健二教授）  
                     諌山  紀子   
Biomaterial 掲載予定 DOI information:10.1016/j.biomaterials.2014.01.006 
【要  旨】  
既存の人工血管の欠点を補うために、埋稙前は生体吸収性素材で作成した人工
血管でありながら、体内にて完全に消失しながら完全自己組織化する in-situ 
Tissue Engineering Vasculature (iTEV)を作成した。今実験ではビーグル犬の
下大静脈に iTEV を埋稙し血管平滑筋細胞の再生度を 1，3，6，12，24 か月にて
各群間で評価した。続いて iTEV の埋稙時に埋稙部分より切離した正常血管と埋
稙後 2 年経過した iTEV の組織を用い、同一個体内でそれぞれの血管平滑筋細胞
をはじめ各種血管構成成分を比較検討することにより iTEV の再生度を検討し
た。検査項目は組織学的検査、免疫組織化学検査、ウエスタンブロット法によ
る血管構成タンパクの定量、生化学検査を行った。埋稙後、血管構成成分は全
ての検査項目において段階的に増加し、24 か月の時点において正常血管との差
は認められなかった。自己正常血管との比較、検討でも各検査における差は見
られなかった。また、試験期間中に血栓や狭窄などの合併症も認めなかった。
従って、iTEV は埋稙後から人工血管としての機能を果たしつつ、組織学的には
生体適合性のある完全自己正常血管へと再分化していくものと考えられる。よ
って、 iTEV は人工血管の代替となり得ると期待される。  
